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事業名 まぜこぜスポーツまるシェから繋がる広がる共創と共生の街づくり vol.２

事業の趣旨・目的 事業実施体制・連携先

事業内容

事業終了後の目指す方向性

一般社団法人ASOBI（所在地：静岡県）

⚫ 初年度の活動リポートはHPに公開

⚫ 最終目標は、障がい等にかかわらず、誰もが人との繋がりを感じながら、スポーツを手段とした生
涯学習に取り組める場を、地域に数多く創ること

⚫ そのためには、地域でスポーツ指導や場づくりを行っている者（多くが、障がいに接したことのな
い健常者）が持っている障がいへの不安やアンコンシャス・バイアスを解消し、障がい者と活動を
共にする経験を積む必要がある。

⚫ 「まぜこぜスポーツまるシェ」を創る一連の活動（企画・実践・評価・改善）を、障がい者と健常
者が一緒に取り組むことで、障がい理解・相互理解・障がい当事者の社会参加に繋げ、地域に障が
い者や特性を受け入れられる指導者や運営者を増やす＝スポーツ生涯学習の場を増やす。

連携協議会
浜松市 ・創造都市・文化振興課

・スポーツ振興課
・障害保健福祉課

障害当事者・支援者 ・浜松市障がい者基幹相談支援センター
・障害者支援施設 浜松学園
・浜松市社会福祉協議会

スポーツ ・パラスポーツ推進ネットワーク
・トップリーグスポーツ団体
・浜松市スポーツ協会

障がい者雇用企業 ・株式会社ソミック
医療福祉 ・聖隷浜松病院 副院長 中山先生
市民協働 ・浜松市市民協働センター
大学・教育機関 ・聖隷クリストファー大学 藤田先生

・静岡文化芸術大学 中川先生
・事業実施予定校

プログラム
に関わる人 講座参加者

多様性のあるスポーツの場づくりを、多様な主体によって協
働・共創を目指したい者が、障がいの有無にかかわらず参集し
まぜこぜスポーツまるシェを創る

イベント参加者（まぜこぜスポーツまるシェ参加者）

イベントボランティア参加者（一般・学生・障がい問わず）

コーディネーター

［プログラム］
➢ 対象 全講座、全イベント 障がいの有無に関係なく、共に活動を行う
 ２年目の受講者は、まるシェの企画運営の傍ら、学生たちの取組に伴走し、障がいや特性のある参

加者への対応や寄り添い方を助言したり、手本となる

⚫ 第１回講座 見えない僕の人生を豊かにしてくれたもの～パラクライミングを通して～
➢ 内容 講演と、まぜこぜ＆ブラインドボルダリング体験会
➢ 講師 小林幸一郎氏（パラクライマー/パラクライミング世界選手権４連覇）
➢ 対象 障害や特性にかかわらず、だれでも参加可

⚫ 第２回講座 第３回まぜこぜスポーツまるシェ with 大学生 に向けた計画（全３回）
➢ 対象 講座受講者と大学生

⚫ 第３回講座 第３回まぜこぜスポーツまるシェ with 大学生
➢ 障がい者やスポーツ初心者のニーズに合わせた手法があり、誰もが参加できる！

⚫ 第４回講座 第４回まぜこぜスポーツまるシェ with 高校生 に向けた計画（全３回）
➢ 対象 講座受講者と高校生

⚫ 第５回講座 第４回まぜこぜスポーツまるシェ with 高校生

⚫ 第６回講座 第５回まぜこぜスポーツまるシェ with 中学生 に向けた計画（全３回）
➢ 対象 講座受講者と中学生

⚫ 第７回講座 第５回まぜこぜスポーツまるシェ with 中学生

［調査］
アンケートによる調査を行い、「する・みる・ささえる」それぞれの方々の心理的影響の変化を調べ、
社会的包摂性のある生涯学習機会の創出や拡大のポイントを明らかにする。

⚫ 本年の取組が前例となり、他の学校や地域センターなどでも「まぜこぜスポーツまるシェ」が広
がることを目指す

⚫ 障がいや特性を有する人を受け入ようとするスポーツ指導者やスポーツ団体を増やす
⚫ 情報を一元化しマッチングを目指す
⚫ 成果のあった取り組みを地域に広げ自走してもらうために必要な連携や仕組みについて、連携協

議会で提言したことを、３年目の活動に実装を目指す
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